
22【日台共栄】平成16年12月　第4号

【
初
日
・
十
月
三
十
日
】

　

当
初
、
九
月
二
十
五
日
開
催
予
定
だ
っ
た

李
登
輝
学
校
台
湾
研
修
団
（
久
保
田
信
之
団

長
）
は
、
都
合
に
よ
り
約
一
ヵ
月
延
期
に
な

り
、
十
月
三
十
日
か
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。「
急
な
変
更
で
参
加
者
が
減
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
心
配
も
何
の
そ
の
、
九
月

末
の
締
切
前
に
定
員
の
六
十
人
を
超
え
、
そ

の
上
ひ
と
り
の
脱
落
者
も
な
く
、
最
終
的
に

は
六
十
四
人
で
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
北
は
北
海
道
札
幌
か
ら

南
は
九
州
別
府
（
さ
ら
に
は
台
北
市
在
住
の

方
も
）
ま
で
、
全
国
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

中
に
は
手
術
直
後
の
方
や
、
新
潟
在
住
で
前

日
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
来
ら
れ
た
方
な
ど
、

今
回
の
研
修
に
対
す
る
熱
い
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
十
日
、
台
北
・
桃
園
空
港
に
集
合
、
バ

ス
二
台
に
分
乗
し
て
桃
園
県
龍
潭
郷
に
あ
る

「
渇
望
学
習
セ
ン
タ
ー
」
へ
。
そ
れ
に
し
て

も
「
渇
望
学
習
」
な
ん
て
凄
い
名
称
！

　

か
く
し
て
午
後
二
時
半
到
着
、
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
の
後
す
ぐ
に
始
業
式
。
壇
上
に
「
日
本

李
登
輝
学
校
台
湾
研
修
団
始
業
式
」
と
染
め

抜
か
れ
た
大
き
な
幕
の
か
か
る
下
、
総
統
府

資
政
で
群
策
会
秘
書
長
の
黄
昆
輝
教
頭
が
登

場
、
歓
迎
の
ご
挨
拶
と
と
も
に
群
策
会
や
李

登
輝
学
校
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
い

よ
い
よ
開
校
と
な
り
ま
し
た
（
表
３
参
照
）。

　

次
に
登
壇
さ
れ
た
の
が
校
長
の
李
登
輝
先

生
で
す
！　

会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

と
台
湾
マ
ス
コ
ミ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
嵐
（
お

話
の
内
容
は
４
頁
参
照
）。
そ
の
後
、
李
登

輝
校
長
と
の
記
念
撮
影
を
終
え
て
一
旦
休

憩
、
テ
ィ
ー
ブ
レ
イ
ク
な
の
で
す
が
、
お
茶

だ
け
で
な
く
な
ん
と
飲や
む

茶ち
ゃ

も
あ
る
。
こ
れ
は

室
内
研
修
中
続
き
、
実
質
一
日
五
食
で
参
加

者
は
い
さ
さ
か
太
っ
て
帰
国
し
た
か
も
。

　

初
講
義
は
、
李
登
輝
校
長
自
ら
「
台
日
関

係
と
台
湾
制
憲
運
動
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

特
別
講
義
。
こ
の
日
、
李
登
輝
校
長
は
あ
る

と
こ
ろ
で
立
法
委
員
選
挙
立
候
補
者
の
応
援

演
説
を
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
か
な
り

お
疲
れ
の
は
ず
。
講
義
の
最
初
こ
そ
「
日
本

語
モ
ー
ド
」
切
り
換
え
が
不
完
全
で
、
少
し

ぎ
こ
ち
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
の
で
す

が
、
中
盤
か
ら
ど
ん
ど
ん
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、

質
疑
応
答
で
は
立
ち
上
が
り
、
手
振
り
身
振

り
、
黒
板
で
の
解
説
付
き
で
、
終
了
予
定
時

刻
を
過
ぎ
て
も
お
構
い
な
し
。
つ
い
に
は
司

会
者
か
ら
「
今
日
は
こ
の
辺
で
」
と
ス
ト
ッ

プ
が
か
か
り
、
よ
う
や
く
終
了
と
な
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
夕
食
で
す
が
、
李
登
輝
校
長

は
こ
こ
に
も
ご
出
席
で
す
。

　

こ
の
日
、
前
記
の
と
お
り
台
湾
マ
ス
コ
ミ

も
多
数
取
材
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
式

の
「
起
立
、
礼
、
着
席
」
に
は
少
な
か
ら
ず

本
会
事
務
局
次
長　

片か
た

木ぎ　

裕ゆ
う

一い
ち

李
登
輝
校
長
自
ら
の
証
書
授
与
に
感
激

超
充
実
の
「
李
登
輝
学
校
台
湾
研
修
団
」

熱心に聴講する参加者（11月1日）
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驚
い
た
よ
う
で
す
。

【
二
日
目
・
十
月
三
十
一
日
】

　

こ
の
日
は
朝
九
時
か
ら
夜
九
時
半
ま
で
、

四
講
義
の
長
丁
場
。
李
登
輝
校
長
は
誰
も
が

知
る
哲
人
で
す
が
、
今
回
の
講
師
陣
も
各
界

の
第
一
人
者
が
日
本
語
で
講
義
す
る
の
で
す

か
ら
、
圧
巻
で
す
。
ま
た
、
講
義
の
内
容
や

順
序
も
わ
れ
わ
れ
日
本
人
（
台
湾
人
も
い
ま

す
が
）
を
意
識
さ
れ
て
の
も
の
と
思
わ
れ
、

目
標
は
ひ
と
つ
な
が
ら
プ
ロ
セ
ス
や
解
釈
が

異
な
り
、
た
め
に
次
の
講
師
が
ど
う
説
明
す

る
の
か
、
こ
こ
だ
け
は
ぜ
ひ
聞
き
た
い
と
興

味
は
つ
き
ま
せ
ん
。
李
登
輝
学
校
側
も
「
い

ろ
い
ろ
な
意
見
や
解
釈
が
あ
る
の
で
、
ひ
と

つ
の
考
え
方
に
固
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
く

視
野
を
広
く
持
っ
て
欲
し
い
」
と
の
思
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
は
十
分
伝
わ
り
ま
し

た
（
後
日
、
講
義
録
を
刊
行
予
定
）。

　

最
初
の
講
義
は
「
李
登
輝
前
総
統
の
『
台

湾
の
民
主
化
』
に
つ
い
て
」（
台
湾
国
史
館

館
長
・
張
炎
憲
先
生
）
で
す
。
一
九
九
〇
年

前
後
か
ら
の
台
湾
民
主
化
の
過
程
を
、
李
登

輝
前
総
統
の
軌
跡
と
重
ね
て
分
か
り
や
す
く

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
イ
チ
は
「
台
湾
の
歴
史
」（
台
湾
大

学
名
誉
教
授
・
鄭
欽
仁
先
生
）。
一
六
〇
〇
年

代
の
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
統
治
か
ら
鄭
成

功
、
清
朝
、
日
本
、
中
華
民
国
各
時
代
の
概

要
で
す
。
こ
れ
に
古
代
史
を
加
え
る
と
ま
さ

に
「
台
湾
史
」
そ
の
も
の
で
、
学
生
な
ら
ば

年
間
六
十
時
間
く
ら
い
か
け
る
と
こ
ろ
、
わ

れ
わ
れ
は
約
二
時
間
で
学
習
し
た
訳
で
す
。

　

次
は
「
台
湾
の
主
体
性
」（
淡
江
大
学
大

学
院
教
授
・
許
慶
雄
先
生
）
で
す
が
、
こ
こ

で
変
化
球
で
す
。
な
ん
と
「
中
華
民
国
は
中

華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
中
国
と
略
）
の
旧

政
府
で
あ
り
、
中
国
の
反
乱
分
子
で
あ
る
。

中
華
民
国
憲
法
は
動
員
戡か
ん

乱ら
ん

時
期
臨
時
条
じ
ょ
う

款か
ん

が
解
除
さ
れ
た
時
点
で
無
効
」
と
明
言
さ
れ

た
の
に
は
一
同
唖
然
。「
だ
か
ら
新
し
い
憲
法

が
必
要
な
の
だ
」
と
い
う
地
点
に
は
着
地
す

る
の
で
す
が
、
強
烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

夕
食
の
後
、
こ
の
日
の
ト
リ
は
「
台
湾
と

日
本
の
安
全
保
障
」（
総
統
府
国
策
顧
問
・

黄
昭
堂
先
生
）
で
す
。
黄
昭
堂
先
生
は
日
本

人
の
感
性
を
知
り
尽
く
し
て
お
ら
れ
、
軽
妙

な
話
術
は
、
す
で
に
こ
の
日
六
時
間
以
上
の

 李登輝校長のパワーあふれる講義（10月30日）

台湾国史館館長・張炎憲先生（10月31日）

台湾大学名誉教授・鄭欽仁先生（10月31日）

淡江大学大学院教授・許慶雄先生（10月31日）
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講
義
で
か
な
り
疲
れ
て
い
る
は
ず
の
参
加
者

を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。
質
問
も
殺
到
、
司
会

者
も
大
変
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
渇
望
学
習
セ
ン
タ
ー
は

全
面
禁
煙
で
、
一
階
正
面
の
喫
煙
所
が
休
憩

タ
イ
ム
の
際
は
「
渇
望
煙
草
セ
ン
タ
ー
」
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
夜
十
時
、
例
に

よ
っ
て
十
人
ほ
ど
溜
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に

黄
昭
堂
先
生
登
場
、「
こ
こ
ま
で
喫
煙
者
が

冷
遇
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
な
差
別
だ
」
と
発

言
、
面
々
の
喝
采
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

【
三
日
目
・
十
一
月
一
日
】

　

こ
の
日
の
最
初
の
講
義
は
「
台
湾
に
お
け

る
憲
法
制
定
運
動
」（
淡
江
大
学
日
本
研
究

所
助
教
授
・
胡
慶
山
先
生
）
で
す
が
、
こ
こ

で
も
李
登
輝
学
校
は
変
化
球
で
す
。
事
前
に

参
加
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
渡
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
の
に
、
参
加
者
を
本
当
に
よ
く
理

解
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
胡
慶
山
先
生
の

「
日
本
の
憲
法
九
条
は
素
晴
ら
し
い
」「
尖
閣

諸
島
の
問
題
は
微
妙
」
と
い
っ
た
話
に
、
ほ

ぼ
全
員
が
敏
感
に
反
応
す
る
の
で
す
か
ら
。

　

最
後
は
「
台
湾
の
文
化
・
文
学
」（
小
説

家
・
鄭
清
文
先
生
）
で
す
。
大
学
助
教
授
の

娘
さ
ん
が
映
し
出
す
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
、
少

な
く
と
も
文
学
に
は
全
く
無
知
な
私
に
も
理

解
で
き
る
よ
う
な
、
具
体
的
な
作
家
や
傾
向

を
丁
寧
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
て
座
学
は
終
了
、
一
行
は
バ
ス
に

分
乗
し
て
台
北
市
内
の
「
国
賓
大
飯
店
」
へ

向
い
ま
す
。

　

そ
う
、「
老
台
北
」
こ
と
、
蔡
焜
燦
先
生

主
催
の
晩
餐
会
で
す
。
こ
こ
の
メ
ン
バ
ー
が

ま
た
凄
い
！　

総
統
府
資
政
の
陳
楷
模
先
生

や
国
策
顧
問
の
黄
崑
虎
先
生
な
ど
の
出
席
者

を
全
員
紹
介
し
た
ら
例
に
よ
っ
て
こ
の
コ
ー

ナ
ー
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
省

略
。
料
理
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
カ
ヒ
レ
、
台
北

ダ
ッ
ク
、
酔
っ
払
い
エ
ビ
等
多
彩
。
お
土
産

ま
で
い
た
だ
き
、
も
う
堪
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
日
か
ら
台
北
市
内
の
宿
泊
地
は
「
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
に
。
部
屋
は
シ
ン
グ
ル
。

し
か
も
普
通
の
シ
ン
グ
ル
で
は
な
い
。
部
屋

は
あ
く
ま
で
広
く
、「
こ
こ
で
復
習
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
よ
う
な
机
つ
き
！　

で
も

生
徒
た
ち
は
夜
の
街
へ
…
…
。

【
四
日
目
・
十
一
月
二
日
】

　

本
日
は
野
外
視
察
研
修
で
す
。
最
初
は
昨

年
四
月
に
開
館
し
た
淡
水
・
八
里
に
あ
る
考

古
学
博
物
館
、
十
三
行
博
物
館
。

　

台
湾
の
歴
史
は
四
百
年
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
何
と
千
五
百
年
以
上
前
か
ら
台
湾
人

は
お
り
、
固
有
の
文
化
を
持
っ
て
い
た
の
で

す
。
ま
だ
ま
だ
不
明
な
こ
と
は
多
い
よ
う
で

す
が
、
今
後
の
調
査
に
期
待
が
持
て
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
日
の
昼
食
は
「
鼎
泰
豊
」

で
す
！　

私
は
十
回
以
上
台
湾
に
来
て
い
ま

す
が
入
っ
た
こ
と
は
な
く
、
ま
さ
か
研
修
団

で
こ
こ
に
来
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
は
二
二
八
紀
念
館
で
す
。
こ
こ
で
は
日

本
語
の
堪
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
三
人
に

親
切
丁
寧
か
つ
感
情
を
込
め
た
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
総
統
府
視
察
で
す
。
総
統
選
挙
後

の
例
の
バ
タ
バ
タ
で
一
時
は
見
学
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
よ
う
や
く
再
開
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
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こ
の
日
、
日
本
側
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は

夕
食
あ
り
な
の
で
す
が
、
台
湾
側
は
フ
リ
ー

を
予
定
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
今

回
の
研
修
を
実
質
的
に
取
り
仕
切
ら
れ
た
群

策
会
活
動
推
進
処
処
長
の
荘
孟
学
さ
ん
は
す

ぐ
に
事
態
を
察
し
「
大
丈
夫
」
と
一
言
、
即

座
に
淡
水
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
「
紅
楼
」
を

用
意
さ
れ
た
の
で
し
た
。
皆
様
、
感
謝
！

【
五
日
目
・
十
一
月
三
日
】

　

最
終
日
で
す
が
、
修
業
式
の
前
に
特
別
懇

談
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
李
登
輝

校
長
が
ご
出
席
の
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、

所
用
で
ど
う
し
て
も
出
席
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
、
代
わ
っ
て
登
場
さ
れ
た
の
が
何
と
二

日
目
の
講
師
の
黄
昭
堂
先
生
。
そ
れ
だ
け
で

も
凄
い
の
に
、
前
駐
日
大
使
で
現
在
、
亜
東

関
係
協
会
会
長
の
羅
福
全
さ
ん
も
ご
一
緒
で

す
。
こ
の
二
人
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
滅
多

に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
「
台
北
の
故
宮
博
物
院
の
宝
物
は

中
国
に
返
す
べ
き
か
」
と
い
う
質
問
に
、
黄

昭
堂
先
生
は
「
あ
ん
な
中
華
文
明
の
象
徴
み

た
い
な
も
の
は
台
湾
海
峡
に
捨
て
て
し
ま

え
」、
一
方
の
羅
福
全
先
生
は
「
世
界
的
な

文
化
遺
産
で
宝
物
な
の
だ
か
ら
、
ど
こ
で
保

管
し
て
も
い
い
。
そ
れ
が
台
湾
で
も
」
と
正

反
対
、
会
場
は
爆
笑
の
渦
で
す
。

　

そ
ん
な
特
別
懇
談
会
も
終
り
、
い
よ
い
よ

修
業
式
で
す
。
台
湾
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
取
材

す
る
中
、
二
日
目
か
ら
今
朝
の
バ
ス
の
中
ま

で
繰
り
返
し
練
習
し
た
「
阿ア
ー
フ
ィ
ベ
ア
ー

輝
伯
啊
」
の
合

唱
で
李
登
輝
校
長
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　

修
業
式
の
ご
挨
拶
の
後
、
参
加
者
の
発
案

で
急
遽
「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
合
唱
、
李
登
輝

校
長
の
目
に
も
光
る
も
の
を
見
て
思
わ
ず
涙

さ
れ
た
方
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

李
登
輝
校
長
は
六
十
四
人
全
員
に
一
人
ず
つ

「
修
業
証
書
」
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
李
登
輝
校
長
や
黄
昭
堂
、
羅
福
全
先
生

な
ど
と
昼
食
を
共
に
し
、
一
同
感
激
の
裡
に

李
登
輝
学
校
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
李
登
輝
学
校
か
ら
は
お
土
産
と
し

て
台
湾
産
の
お
米
（
玉
里
香
米
）
を
な
ん
と

二
袋
四
㎏
も
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
帰

国
後
、「
あ
あ
、
同
じ
釜
の
飯
を
喰
っ
た
仲

間
と
い
う
意
味
で
持
た
せ
て
く
れ
た
の
だ
」

と
、
遅
ま
き
な
が
ら
気
づ
い
た
次
第
で
す
。

総統府国策顧問・黄昭堂先生（10月31日）

淡江大学日本研究所助教授・胡慶山先生
（11月1日）

小説家・鄭清文先生（11月1日）

蔡焜燦先生主催の晩餐会
（11月1日、国賓大飯店）


